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残された遺産：農事試験場における肥料依頼分析の記録

企画調整部 情報資料課

昨年秋、農業環境技術研究所の「土壌ファティ

リティ実験棟」内の一実験室で約 冊の帳簿と500
未整理の書類が見つかった。調査の結果、これら

は当研究所の前身の農事試験場（東京都北区西ヶ

原）時代に行われた肥料依頼分析の成績を控えた

帳簿であることが分かった。成績帳簿には二種類

があり、ひとつは一般からの、ほかは行政機関か

。 、らの依頼による分析成績の控えであった 前者は

明治 （ 年）年 月から昭和 年度末まで34 1901 3 29
の記録、後者は、明治 年 月から昭和 年度35 3 19
中頃までの記録である。古いものは今から 余100
年、新しいものでも 年余も前のものである。50
この間の依頼分析の件数はそれぞれ 万 千余7 4
件、 千 百余件を数えている。6 7
ここでは、取り扱い件数が圧倒的に多い一般か

らの依頼分析の記録を紹介する。成績帳簿は、縦

、横 で、左綴じ、左開き、黒い布貼り20cm 22cm
の背表紙、色・模様付の厚紙の表紙で装丁されて

、 。おり 冊に 件の分析成績が収められている1 100
26このような帳簿が当所に残された理由は 明治、

年に設置された農事試験場に定められた三つの仕

事の一つに「土質、種子、肥料等の分析等」があ

、 。り 一般からの依頼分析に応じてきたことによる

当時は、不正な肥料が横行し、これらから農業者

を守るためには、肥料を分析して結果を明示する

ほかはなく、分析技術の信頼性、公正性などの観

点から、農事試験場には関係者の大きな期待が寄

せられていた。実際のところ、依頼分析によって

製造・販売業者も農業者も肥料中の成分を数値と

して初めて把握できたのである。

成績帳簿には【番号 【供試品 【依頼者住】、 】、

所氏名 【生産地若くは製造地 【生産人若く】、 】、

は製造人 【価格 【定量あるいは定性分析を】、 】、

要する成分 【依頼期日 【許可期日 【手数】、 】、 】、

料 【手数料納付期日 【成績書納付期日 【分】、 】、 】、

成績帳簿(明治34年)の外観

成績帳簿の記載内容とミシン目で繋がる「證明書」の様式

所 内 ト ピ ッ ク ス
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析主任 【備考】の欄があり、必要事項が記入さ】、

れている。そして左開きのページの右側の縁には

ミシン目があり、そこに「農商務省農事試験場」

の割印がある。その右側は、ミシン目でつながっ

た依頼者宛の「證明書」になっている。左ページ

とほぼ同じ内容を記した「證明書」部分は、依頼

者に送付され、左半分の「控え」の束が帳簿とし

て残されたのである。

この「成績帳簿」と「農事試験成蹟 （農事試」

験場初期の成績書）とから依頼分析の件数の推移

をみると、明治 年の開始当初は年間 件程度27 50
、 、であったが ～ 年度は ～ 件に達し31 33 300 400

年には一挙に 件に急上昇している。明治34 1273
、 、 、35 37～ 年度は低下したが その後 再び増加し

同 年には 件までに増大した。明治 年41 1373 45
から昭和 年までの 年間の依頼件数は、年間7 21
平均 余件になり、昭和 年から昭和 年ま1500 8 16
では、 ～ 件のレベルに増加した。件数1900 2900

34 41の増大には明治 年の肥料取締法の施行、同

年の改正肥料取締法の施行、大正 年の依頼分析8
の本支場の一本化、昭和 年以降の肥料の生産と8

1取引の活発化 一方 件数の減少は日露戦争 第、 、 、

次世界大戦、大正 年の分析手数料の値上げ、11
関東大震災、昭和初期の生糸価格の暴落と肥料価

格の低下、日米戦争などがある。依頼分析ひとつ

とってみても、世の中の動きがよく見て取れる。

26成績帳簿に記載されている供試品を、明治

年から昭和 年までで類別すると、大豆油粕、10
糠、煙草灰などの植物質肥料が 種、鰊搾粕、63

100乾血、肉骨粉、蚕蛹〆粕などの動物質肥料が

種、石灰、長石、産地の異なる燐鉱石など鉱物質

肥料および同原料が 種、過燐酸石灰、硫安、48
加里塩など無機質肥料が 種、石灰窒素加里な22
どの配合肥料が 種、アンモフォスなどの化成肥2
料が 種など計 種にのぼっている。上記の類8 243
別に基づいて依頼分析件数の割合の推移を概観し

てみる。明治・大正時代は過燐酸石灰を除けば動

植物質肥料の分析依頼件数の割合が高い。大正末

期から昭和に入ると、合成硫安の輸入の増加の一

方で、窒素成分の競合する油粕類の輸入量の頭打

ちを反映して動植物質肥料の割合は明らかに低下

する。さらに、昭和 年以降、我が国のアンモニ8
ア合成工業の確立と燐鉱石の輸入量増大は、この

傾向を一層顕著にしていく。こうしてみると、販

売肥料では、大正末が有機質肥料から無機質肥料

への移行の分岐点であったといえよう。

依頼分析はどのような目的で利用されていたの

であろうか。供試品、分析内容（肥料成分、可溶

性成分、鉄及び礬土、水分 、依頼主（農業者、）

農会、製造・販売業者、製造業者、販売業者、商

社）などを参考に時間的に概観するとおおよそ次

のように整理できる。

）供試品の肥料としての価値、特性を判断する1
ため 主に依頼分析開始当初から明治の末頃ま(
で 、 ）製造・販売肥料の成分の保証あるいは確) 2

、）認 主に明治 年の改正肥料取締法施行以降( 41 ) 3
輸入した肥料および原材料が契約通りの物料であ

ることの確認 主に肥料、燐鉱石の輸入が多くな(
、ってきた明治末期から大正始めと大正末期以降)

）輸出、移入肥料の成分の公的証明のため 肥料4 (
の輸出、移入が活発化した昭和 、 年以降 。7 8 )
依頼分析の目的の ）～ ）のうち、 、 ）は1 4 1 2）

わが国の農業振興に貢献するものであり、 、3）
） 。4 は農業よりは工業・貿易部門への貢献である
後年、 、 ）のための依頼分析の割合が増えた3 4）

ことは、農業者を守るという依頼分析の当初のね

らいとは離れるものであった。しかし、依頼分析

が肥料製造業の発展や保証成分を満たす肥料の販

売にも貢献し、結果として農業者が肥料を容易に

入手でき、安心して使用できる道を開いたのであ

るから、依頼分析の制度は当初のもくろみを越え

て大きな貢献を果たしたといえよう。

依頼分析の制度が発足してから、東京の大手肥

料商とならんでこれを利用した地方の肥料商の一

人として、茨城県結城の廣江嘉平氏が成績帳簿に

たびたび登場する。氏は「肥料研究界」雑誌の肥

料人国記にも農事試験場をもっともよく利用した

人として紹介されている。廣江家は代々庄屋をつ

とめ、幕末に肥料商を営んで経営を拡大し、養蚕

78ha業、蚕種製造にも手を広げた。最盛期には

の土地を所有し、 余を自作地として耕種、25ha
養蚕、養牛 牛乳生産を含む の三部門の大規模経( )
営を実施した人でもある。肥料商として、依頼分

析が開始された当時は鰊、鰛の搾粕、米糠などの

伝統的な動植物質肥料を取り扱っていた。東京の

大手肥料商である鈴鹿商店が明治 年に初めて29
硫酸安母尼亜 トンを濠州から輸入して試験販売5
した際に、同氏がとくに協力して、苗代用肥料へ

の利用を広めたという。氏から明治 年 月に32 2
依頼のあった濠州産の硫酸安母尼亜、肉粕粉など
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の分析成績が農事試験成蹟第 報に残されてい15
る。明治 年には大豆粕粉末 、乾血、肉骨粉44 (3)
、鯨肉骨粉末、骨粉 、智利硝石、硫酸安母(3) (4)

尼亜、硫酸加里、沃度加里、魚粉の 件の分析17
依頼を行っている。この時期の加里肥料の依頼分

析は、ドイツから硫酸加里の輸入が始まって 年6
しか経っていない。このことは大変興味深いこと

である。硫酸安母尼亜を利用する場合は、大豆粕

利用の場合とは異なり、土壌に加里肥料を施用す

る必要のあることをおそらく気づいていたのでは

あるまいか。氏は、依頼分析の制度を利用して販

売肥料に関する知識を獲得するとともに、近代化

学工業の発展の成果である化学肥料の効用を、早

くから理解して経営を実践した人である。

このように当時の先端的な科学技術であった化

学分析は 「依頼分析」という制度を通して肥料、

に関する情報を農業者に与えるとともに、肥料の

製造業者、販売業者には肥料の品質の向上と成分

保証を知らせるうえで貢献を果たしてきた。この

35間、農事試験場は、依頼分析に対応して明治

年に 農芸化学公定分析法 を 大正 年には 肥「 」 、 「2
料分析法」を取りまとめて刊行した。その後も、

時代の変化と分析法の進歩に対応して「肥料分析

法」に手を加えてきた。昭和 年の肥料取締法25
の全面改正に際し 「肥料分析法」は、肥料の主、

成分および有害成分定量のための公定法となっ

た 「肥料分析法」は、主要業務としての依頼分。

析が終了した後も、農事試験場を継承した農業技

術研究所、農業環境技術研究所において 年ごと5
に改訂されてきたが、平成 年を最後にその役割4
を他の機関に譲っている。

農事試験場の主要業務としての依頼分析が終了

して 年余が経つ。しかし、依頼分析を通して50
培ってきた分析にかける情熱は、現在の農業環境

におけるハロゲン化合物、重金属、亜酸化窒素な

どの温室効果ガス、残留農薬やダイオキシン類、

降下核種などの微量および超微量分析の中に脈々

と受け継がれている。その歴史と技術は、農業環

境を保全し、次世代に健全な環境を継承しようと

する当所の研究に今なお生かされ続けている。

つくばテクノロジーショーケースの報告

企画調整部 研究企画科

4 1第 回つくばテクノロジーショーケースが、

月 日（月）にエポカルつくばにおいて開催さ31
れた。この展示会は、技術移転、事業化および市

、 、 、場開拓などのために つくば市周辺の大学 独法

民間企業などが一同に会して行われるものであ

る。つくばサイエンスアカデミーが主催し、農業

環境技術研究所も共催している。 件の展示発124
表があり、 人の来場者があった。752
農業環境技術研究所からは、以下の 課題につ5

いて成果のパネルや製品の展示、プレゼンテーシ

ョンが行われ、来場者から質問や共同研究の可能

性についての問合わせがあり、情報の交換ができ

た。

●農産物の産地判別研究の最先端－元素組成と

同位体比によるネギの産地国別・判別技術Sr
の開発－（化学環境部）

●無線通信による野生生物早期警戒および農地管

理システム（地球環境部）

●分布を拡大しているハイマダラメイガの雄成虫

を誘引する性誘因物質－昆虫の行動を利用した

防除法の開発－（生物環境安全部）

●植物由来の植物成長促進物質・阻害物質とその

農業利用（生物環境安全部）

PCR●有機リン殺虫剤抵抗性ワタアブラムシを

法で定性的に識別する技術（化学環境部）

展示会での説明


